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研究成果の概要（和文）：研究代表者はカプサイシン軟膏による外耳道刺激が高齢嚥下障害患者の咳反射を亢進
させ、刺激の反復により誤嚥性肺炎を予防できる可能性があることを示してきた。本研究では、高齢嚥下障害患
者の嚥下訓練に本法を併用することで訓練開始から経口摂取までの期間を短縮させ、カプサイシン軟膏の外耳道
刺激は嚥下訓練を促進する可能性があることを示した。また、認知症で嚥下訓練が困難な90歳以上の寝たきり超
高齢嚥下障害に本法を行い、患者の咳反射を亢進し熱発回数を減少させ経口摂取を継続させた。カプサイシン軟
膏による外耳道刺激は、嚥下訓練が困難な患者にも咳反射の亢進により下気道炎を予防し経口摂取の継続に寄与
する可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：We have suggested that aural stimulation with capsaicin ointment may enhance
 the cough reflex in elderly patients with dysphagia, and that repeated stimulation may prevent 
aspiration pneumonia. In this study, we showed that the combination of this method with swallowing 
training in elderly patients with dysphagia shortened the time from the start of training to oral 
ingestion, and that stimulation of the ear canal with capsaicin ointment may promote swallowing 
training. In addition, this method was performed for bedridden patients with dementia who had 
difficulty swallowing exercises, and the patient's cough reflex was enhanced, the number of fevers 
was reduced, and oral intake was continued. Aural stimulation with capsaicin ointment may contribute
 to the continuation of oral intake by preventing lower respiratory tract inflammation by enhancing 
the cough reflex in patients with dysphasia.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
カプサイシン軟膏による外耳道刺激は外用のため誤嚥するリスクがなく、体力や認知機能の低下により嚥下訓練
が困難な寝たきり認知症患者にも行える、安全で新しい誤嚥性肺炎の予防法となる可能性がある。カプサイシン
軟膏が嚥下障害の治療薬として認可されれば、嚥下障害患者の誤嚥性肺炎の予防や在宅医療への活用により医療
経済的にも大きな役割を果たし、超高齢化社会のニーズに応えることができると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

高齢者は脳血管障害や加齢に伴い嚥下機能が低下し、食物や睡眠中の唾液の誤嚥より誤嚥性

肺炎を発症する。咳反射は誤嚥に対する重要な生体防御機構だが、寝たきり高齢者や誤嚥性肺

炎の患者は反射が減弱している 1)。降圧剤である ACE（angiotensin converting enzyme）阻

害薬は、副作用である咳反射の亢進により誤嚥を防止し、高齢脳血管障害患者の嚥下性肺炎を

予防することが報告されている 2)。また、唐辛子の主成分であるカプサイシンは、侵害刺激を

受容するイオンチャネル型受容体である TRPV1（transient receptor potential vanilloid 1）を

活性化して知覚神経（無髄 C線維）を刺激する 3)。経口投与されたカプサイシンは咽喉頭粘膜

の迷走神経知覚枝を刺激して咳反射を誘発する 4)。 

外耳道皮膚には迷走神経知覚枝である Arnold 神経が分布し、外耳道への刺激が迷走神経反

射を介して咳を誘発する 5)。この Arnold’s ear–cough reflexを、耳鼻咽喉科医は日常診療でよ

く経験する。そこで研究代表者は、カプサイシンにより外耳道の Arnold 神経を刺激すると、

嚥下障害患者の咳反射を亢進させ嚥下性肺炎を予防できるとの仮説を立て、カプサイシン軟膏

を外耳道に塗付し、高齢嚥下障害患者の咳反射を亢進させ、刺激の反復により肺炎を予防でき

る可能性があることを示してきた 6), 7 ), 8)。 

 

２．研究の目的 

本研究では、研究 1として、高齢嚥下障害患者への嚥下訓練とカプサイシン軟膏の外耳道反

復刺激の併用が嚥下訓練に与える影響について検討した。また、研究 2として、90歳以上の嚥

下訓練が困難な認知症がある寝たきり超高齢嚥下障害患者を対象として、カプサイシン軟膏に

よる外耳道刺激が患者の嚥下機能と食事に与える影響について検討した。 

 

３．研究の方法 

徳島大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科の関連病院で実施した。 

研究 1の対象は、脳血管障害後遺症、パーキンソン病(PD)による嚥下障害で嚥下内視鏡検査

で経口摂取不可と判定した入院患者 99名で、嚥下訓練とカプサイシン軟膏の外耳道反復刺激

を行ったカプサイシン群 16名（男性 11名、女性 5名、平均年齢 73.1±10.0歳）と、嚥下訓練

のみ行うコントロール群 83名（男性 61名、女性 22名、平均年齢 76.6±13.0歳）で、経口摂

取の再開、経口摂取までの嚥下訓練期間について検討した。食物を用いる直接訓練の開始や経

口摂取の可否は、耳鼻咽喉科専門医が嚥下内視鏡検査や臨床所見から判定した。 

研究 2の対象は、脳血管障害、誤嚥性肺炎の既往がある 90歳以上の嚥下障害患者 10名（男

性 4名、女性 6名、平均年齢 93.9±3.0歳）である。寝たきりの高齢入院患者であり認知症の

ため嚥下リハビリテーションは受けていない。カプサイシン軟膏による外耳道反復刺激前後の

嚥下機能、熱発の回数、栄養方法を比較した。熱発は 38度以上の発熱と定義し、栄養方法は

診療録から確認した。 

カプサイシン軟膏の外耳道反復刺激は、0.025%カプサイシン含軟膏 0.2gを 1日 1回、左右

の外耳道に交互に反復して塗布し、嚥下機能は嚥下内視鏡検査のスコア評価法 9)の合計点と声

門閉鎖反射・咳反射スコアを評価した。統計学的解析は、2群の比較、介入前後の嚥下機能、

熱発回数の比較はWilcoxon signed―ranks testを、栄養方法の比較はMann-Whitney’s U test

を用いて p＜0.05を有意と判定した。本研究は徳島大学病院生命科学医学系研究倫理審査委員



会で承認を受け(UMIN12055)、実施前に本人・代諾者に説明を行い書面で同意を得た。 

 

４．研究成果 

 研究 1では、経口摂取が再開できたのはカプサイシン群 69%（11/16例）、コントロール群

51%（42/83例）で、嚥下訓練にカプサイシン軟膏の外耳道反復刺激を併用したカプサイシン

群は、嚥下訓練のみ行ったコントロール群より経口摂取が可能になった患者の割合が多い傾向

にあった。そして、カプサイシン群は、コントロール群より嚥下訓練開始から経口摂取までの

期間が有意に短く、直接訓練開始から経口摂取までの期間に有意差を認めた（図 1）。両群とも

嚥下訓練開始後、患者の声門閉鎖反射・咳反射は有意に亢進していた。 

 研究 2では、患者 10名の嚥下内視鏡検査のスコア評価法の合計点の平均は、介入前が

5.4±1.3、介入後が 3.8±1.6で有意な変化を認めなかったが、声門閉鎖反射・咳反射スコアの平

均は、1.5±0.5から 0.8±0.4へ介入後で有意に低下し超高齢嚥下障害患者の声門閉鎖反射・咳反

射の改善を示した。熱発回数は、2.8±0.9回から 1.3.±0.6回へ介入後で有意に減少した。栄養

方法は、介入前は経腸栄養 6名、経口摂取 4名、介入後は経腸栄養 2名、経口摂取 5名、経腸

栄養・経口摂取併用 3名であり、経口摂取の割合は介入後で有意に増加した（図 2）。研究 1、

研究 2において期間中に外耳炎や中耳炎による中止例は認めなかった。 

本研究結果から、高齢嚥下障害患者の嚥下訓練とカプサイシン軟膏の外耳道反復刺激の併用

は、声門閉鎖反射・咳反射を亢進し誤嚥リスクを低下させることで直接訓練を段階的に進ませ

て経口摂取までの期間を短縮させた可能性が考えられた。そして、嚥下訓練が困難な認知症が

ある寝たきり超高齢嚥下障害患者の熱発回数は介入前より有意に減少し経口摂取による栄養を

促進した。ACE阻害薬は脳血管障害患者の咳反射を亢進させ、肺炎のリスクを低下させること

が知られている 2)。カプサイシン軟膏による外耳道の反復刺激は、脳血管障害の既往のある超

高齢嚥下障害患者の声門閉鎖反射・咳反射を亢進させたことから、ACE阻害薬と同様に患者の

咳反射を亢進し持続させることで誤嚥による下気道炎を予防し、熱発回数を減少させ経口摂取

の継続や促進に寄与した可能性が考えられた。そして、カプサイシン軟膏による外耳道の反復

刺激は外用のため誤嚥するリスクがなく、体力や認知機能の低下により嚥下リハビリテーショ

ンが困難な寝たきり認知症患者にも行える、安全で新しい誤嚥性肺炎の予防法となる可能性が

あると考えられた。 

現在研究代表者は、カプサイシン軟膏による外耳道刺激の肺炎予防効果について多施設共同

プラセボ対照無作為化臨床試験を行っている。カプサイシン軟膏が嚥下障害の治療薬として認

可されれば、嚥下障害患者の嚥下訓練の促進や誤嚥性肺炎の予防、在宅医療への活用により医

療経済的にも大きな役割を果たし、超高齢化社会のニーズに応えることができると考えてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

図 1 カプサイシン群は、コントロール群より嚥下訓練開始から経口摂取までの期間、直接

訓練開始から経口摂取までの期間が有意に短い（p<0.01）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 カプサイシン軟膏による外耳道反復刺激後、超高齢嚥下障害患者の経口摂取による栄

養の割合は優位に増加した（p<0.05）。 
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